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学会報告 奨 励 賞

述語的用法に お ける形容詞長語尾形及び短語尾形の

　　　　　　　　　 意味特徴 につ い て

　　　　 「 ・
時 的特徴 」、　 「恒常 的特徴」 に 関する

一
考察 Cb

日　山　利　信

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0，　 は じめに

　今 日 、 学校文法や数多 くの 学術 文献で は 、形容詞述語 の 語尾形式 に よ る 意味

特徴 の 相違の
一

つ と して 、 長語尾形 は 「恒常 的特徴 1 を 、 短語尾形 は 「
一

峙的

特徴 1を表示す る とい う見方 が 広 く認 め られ て い る 。 例 え ば 、 以 ドに 挙 げた

（la）は
“
y 　Hero 　Boo6ule 　cJia60e 　3nopoBbe ．

”

とい う文意で 長語 尾形 60nbHodi　c2）

は 1恒常的特徴」 を表示 して い る 。 それ に対 して （1b） は　
“
OH 　60neeT　 B

HaCTOAurWh 　MeMeHT ．
”

と解 され 、 短語尾形 60neHは 「
一

時的特徴」 を表示 して

い る っ

（la．） OH 　6enbHoti，　 （概 して ）彼は病弱 （な者） で ある ，、

（lb） C）H 　60neH ．　　 （現 時点 で 1 彼は病 ん で い る 。

　本稿の 目的は 、 こ の よ うな従来の 見方 を語尾形式 とい う形態 で は な く、 意味

の 観点か ら見 直 し 、 両特徴の 表示 に関す る筆者の 見解 を示す こ とに ある 。

　本題 に 入 る前 に検討の 対象 とな る 「
一一

時的特徴」 と 「恒常 的特徴 1を厳密 に

定義 して お きた い
。 本稿 で い う 「

．
旧寺的特徴」 とは 、形 容詞述 語 に よ っ て 表 さ

れ る 、現 在時制 に お い て 文脈 や 時の 状況語等 に よ る期 間の 明示 な しに 「発話時

点 一1 とい う瞬間 的期 間 に 限定 され て 現 れ て い る 状態 （質的状態 ）で あ る 。

．…

方 、
「恒常 的特徴 1 とは 、 現 在時制 に お い て 恒常性 を示す指標 とな る外 的な要

素 な しに形容詞述 語が表す 、 時間に 関 与しな い と され る性質 價 ）で あ る 。

　　　　　　　 1． BHHorpaAoB 　B ．B と伝統 的 な見方 の 確立

　形 容 詞述 語 に お い て 長語尾形が 恒常 的な特徴を、短語尾形が
一

時的な特徴 を

表示す る とい う見方は、 基本 的 に は 、 cTo｝oHvall　B ，の
“
BhlcUII｛i｛　KYPc 　PyCCKOti

rpaMMaTHK ガ （1876）の 中 で は じめ て 指 摘 され 、 そ の 後、　 Hel11KoBcK瞳 A ．M ．
，

丗 axMaToB 　A ．A ．．珥ep6a 　JIB．らの 指摘 を経 て 、　 BHHorpaπoB 　B ．B．の
“
PyccK 頗

A3blK
”
（1947）に お い て ほ ぼ 定式化 され た とい う経緯 を持 っ て い る（1）

。 こ の 見方

が 定式化 され る ほ ど幅広 い 支持 を得 たの は 、私 見で は 、 Bmiorpa！loB 以 煎の 説

明 で は 両特 徴の 意味 内容が 漠然 と して い た の に対 して 、 BUHorpanOB は それ を
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「質 Ka ・lecTBo 」　「質的状 態 KaqecTBcHI 玉oe ・Coc ・
voHHne −1とい う意味概 念 を導入

して よ り明快 に 説明 した こ と に よる 。 BMHorpanOB は 「形容詞短語尾形 と長語

尾 形の 間に 益々 よ り顕著 な意味 的な境界 ceMaH ’
rligecKafl 　rpaHb が形 成 され て お

り、 形容詞短語尾 形 にお ける 質の 意味が質的状態に 移行 して い る」　［2 ・264　］

との 認識 に 立 ち 、 長語尾形は 本 質的 に対象に 固定的で 時間に関与 しない 性質 と

い う 「質」 を表 して お り、 また短語尾形は本質的に対象の 、 あるい は対象に関

わる 、 時間の 中で 捉 えられ る状 態 とい う 「質的状 態」 を表 して い る と指摘 した

の で あ る。 例えば 、 冒頭で 示 した （la）の 長語尾形 60abπ oti は主語で ある対象

OIIに固定され た 、 時間に 関与 しない 性質 、
つ ま り、　「質」 を表 し、　（1b）の

短語尾形 60neH は OH の 現 時点で の 健康状 態 、 す なわ ち 、　「質的状態」 を表 し

て い る と考え る わけで ある 。

　しか しなが ら、実際の 言語事実 に照 ら して み る と 、 形容詞述 語に おい て 各語

尾形式 に 「恒常的特徴」、　 「一時的特徴 1 とい う意味 特徴 の 差 異が 必ず し も現

れて い るわ けで は ない
。 む しろ長語尾形が 「恒常的特徴」の み な らず、　「

一
時

的特徴」 を表示 し 、 また短語尾形が 「
一

時的特徴」 だ けで な く、　 「恒常 的特

徴」 を表示す る こ とが ご く普通の 文の 中で 認め られ る 。 例 えば 、以 下 の （2a）
〜 （4b ）は 、語尾形式 に 関わ りな く、 形容詞述語 に は 「恒常的特徴」が 表示 さ

れ て い る 。 　
・
方 、　 （5a）〜 （7b）は 長語尾 形 も短語尾形 も 「

一・
時的特徴」 を表

示 して い る 。
こ の よ うに従来 の 見方が 原則的 と い える ほ ど強固な もの で は決 し

て な く、明 らか に矛盾 した見方で あ る こ とが わ か る C4）
。

（2a）α ly 跚 b’庭，

（2b ）　OH ）ゐ”8麗 ．

13a ） OH 　．ae ，lu8btti ，

（3b）　（）H ．lel‘配6 ．

（4a）OHa 　manaff 脚 ”BaA ．

（4b）　OHa 　maAa ’1〃1認εσ8ご乙

（5a） M ・ pec π ・κ 伽 ・ e．

（5b）Mopc 　cno κ otiκo ．

（6a）　Hor （〉μa　nperCI ，acr ‘α 鉱

（6b）　nOF 〔〕Aa η〃expacna ．

（7a＞TyMaH 　zycmoza

（7b）TyMaH 〜yc肌

（概 して ）彼は聡明 （な 人） です 。

（概 して ）彼は聡 明だ 。

（概 して ｝ 彼は不精 （者）で す 。

（概 して ） 彼は 不精 だ 。

〔概 して ）彼女は 才が あ る （女性で す） 。

〔概 して ）彼女 は才があ る 。

〔現時点 で ）海が 凪 い で い る 。

〔現時点で ）海が凪 い で い る 。

（現時点で ）天 気が す ば ら しい 。

（現時点で ）天気がす ば ら しい
。

（現時点で ）霧が 濃 い v

l現 時点で 〉霧 が濃 い
。
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　　　　　 2．　 「一時的特徴」 、　「恒常的特徴」の 表示の し くみ

　そ れで は 、 なぜ 長語 尾形 が 「
一

時的特微」 を表示 し 、 短語尾形が 「恒常的特

徴」を表示す る こ とが で きる の か 。 まず 短語尾 形 yMen ，
　aeHus

，
　maaanmnu6a

が 60neH と異な り、　「
一
時的特徴」 を表示 しない の は 、

こ れ らの 形容詞が 専 ら

対象に 備わ っ て い る と見な され る 固定的な性質 、
つ ま り、 「質」 を表すため の

形容詞で あ り、 短語尾形 も長語尾形 と全 く同義的に用 い られ る か らで ある c5）
。

他 ノ∫、 長語尾形 cnorCOi2noe ，
　npeupacHaa ， 2YC π odi が 「

一一
時的特徴 1 を表示で

きるの は、そ れ らが主語で あ る対 象の 「質」で はな く、　「質的状態 」を表す た

め で ある 。 原則的 に は 、 述語 に おける長語尾形 は 、主語で ある対象に付与 され

た固定 的な性質、 す なわ ち 、　「質」 を表す 、， とこ ろ が 、 その 対象 自体の 特 質

が 、長 語 尾 形 に よ る 「質 的状 態」 の 表示 を義務 的 に す る 場 合が 存在す る 。

（5a）〜 （7b） は 、 まさに その よ うなケ
ー

ス に他な らな い
。 そ もそ もMope と

い うの は 、 しけ と凪 を絶 えず繰 り返 す存在で あ り、norona も晴 天 、 雨天 、 曇

天 とい っ た様々 な様相 を呈す る 。 また、TyMaH に も濃い
、 深い な どとい っ た状

態が あ り、 決 して
一一様で は ない

。
つ ま り、 Mope ，

　lloroRa，　TyMaH は 、 複数の

「質的状 態」 と して の 諸 相 を常 に 内 在 して い る の で あ る 。 そ の 意 味 で 、

Mope
，
　Horolla

，
　TyMaH とい う存在は 周定 され た性質を持ちえない の で あ り、 結

果的 に 、 長語尾 形 も短語尾形 と同様 に 「質的状態」を表す こ とに なるの で ある 。

　 こ こ で i一陦的特徴」 、　 「恒常 的特徴」の 意味 内容 をさ らに深 く理 解す る た

め に形容詞述 語が 「一 時的特徴」 を表示 して い る文 の 意味構造 と 「恒常的特

微」を表示 して い る 文の 意味構造 との 比較 を通 して 両特徴の 本 質的 な違い を見

て み る こ とに したい 。

　次頁の 図 1 は 、　 （la）に お い て 形容詞述語が IL時的特徴」 を表示 して い る

文の 意味構造 を図式化 した もの で あ る （図 1、2 は 、い ずれ も臼山 に よ る） 。 簡単

に図 1 に つ い て 説明す る と
、 まず基本となる 軸が 二 本ある 。

一
つ は点線 と実線

で 表 され た土 の 軸で 、 こ れ は 50neH、 す なわ ち 、　「病ん で い る 1とい う 「質的

状態」 を表 して い る 。
二 つ め は 下の 太 線 で 表 された 軸 で 、300po8 、つ ま り、

「健康で ある」 とい う 「質的状態」を表す軸 と時間軸 を 重ね合わせ た もの で あ

る 。 M は 発話時点 に お ける 「質的状態」 を示す点で 、
　 Plは主語で あ る対 象 OH

が過去 の あ る 時 点 にお い て 3 ∂opoe とい う 「質的状態」 を表 して い た と考 えら

れ る点 で ある 。 P2 は過去 に おい て OH が 60ne” とい う 「質的状態 1に達 した

点で あ る。 Fi はOH が未来の ある時点 に お い て 3∂OPOB とい う 「質的状態」 に

達す る と予想 され る点で あ る 。 そ れで は本題 に 戻 る こ とに す る 。
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〈図 1 ：0H 　60ne π．〉

60．qeH

3AOPOB

P2

P1

M 　　　　　　　　 F2

発話点 Fl

毟〉時間

遮 避 継

〈図2 ：0H　y．eeH ．〉

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 M

・M ・・ 一 一 一 一
●

一一・… … ・…… …・・P・・一

He 　yMeH − 一 一 一 一 一 一 一 一〇 一 一 一 一 一 →〉時間

　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　 発話丿∴ll

逆去 墨麺三 麩

　 ［質的状態」 とは、すで に 述べ た よ うに本質的に 対象の 、ある い は 対象に 関

わ る 、 時間の 中で 捉 え られ る状 態を示すが 、 状態が時 間の 中で 捉 え られ る とい

うこ とは 、 あ る 意味で は 、 そ の 状態が 必 ず し も過 去か ら
一．一

貫 して保た れ て い た

わ けで はな い こ と、あ る い は その 状 態が 未 来に至 る まで そ の まま保持 され る わ

けで は な い こ とを暗示 して い る 。 例 え ば 、 図 1で ，言えば、 現時点で は 、す な わ

ち 、 発話時点で は、60neH とい う質的状 態を表 して い る が 、生来 病気 を患 っ て

い る とい う特別 な ケ ー ス を除 け ば、 こ の 病んで い る状 態は 元 来の 状態で は な
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い
。 基本的 には 、3∂opO6 が 正常 な状 態で あ る 。 したが っ て 、 過去に お い て OH

が 300POB とい う 「質的状態」 に あ っ た こ とは
、 論 理的 に 明 らか で あ る 。 ま

た 、 時間の 中で 捉えられ る 状態 とい うの は 、 未来 にお い て 常 に 別の あ る状態 に

変化する 可 能性 を内在 して い る と考 え られ る 。 発話時 に お ける 60neH は
、 病ん

で い る 状態が そ の まま継続す る 可 能性 もあ るが 、 M が Fl に 到 達 す る 、 す な わ

ち 、 病状が好転 して 健康 な状態 を取 り戻 す可 能性 も1司時に 秘め て い る わ けで あ

る 。 こ の よ うに考 え る と 、 発話時 に お ける 60neitは
、 主語 で あ る対 象 OH の 健

康状 態 とい う過去 ・現在 ・未来に 及ぶ 一連の 連続的な状態変化の プロ セ ス に お

け る 一時点の 状態 で ある と見 る こ とが で きる 。
こ れ を さ ら に

一一一
般化 して 考え る

と 、 形容詞述語が 「質的状態」を表 して い れ ば 、 それ は必然的に 主語で あ る対

象 、 ある い は対象に 関 わ る 過去 ・現 在 ・未 来 に 及ぶ
一
連の 状態変化の プ ロ セ ス

に お け る現蒔点
『
さあ 「質的状態」 、 つ ま り、　「一 峙的特徴」 を表示す る とい う

こ とに なる 。

　こ れ に対 して 形 容詞述 語が 「恒常的特徴」 を表示す る文 の 意味構造 は どの よ

うに な っ て い る の で あろ うか 。 図2 は、　（2b）にお い て 形容 詞述語 が 「恒常 的

特徴」 を表示 して い る文の 意味構造 を示 した もの で あ る 。
こ の 図2 と図 1 を比

較 して み る とす ぐに気が つ くこ とが ある c、 そ れ は 図 2 に は 図 1 に 示 され て い る

よ うな過去 ・現在 ・未来に 及ぶ
一

遮の 性 質変化の プロ セ ス の 軌跡 が 全 く見 られ

な い とい うこ とで ある 。 実 は 、 こ の
一

連 の 性質変化の プ ロ セ ス の 有無 一
こ れが

形容詞述語が 「
．一一

時的特徴．」を表示す る文の 意味構造 と 「恒常的特徴」 を表示

す る文の 意味構造 との 本質的 な違い なの で ある 。 したが っ て 、　「恒常 的特徴」

を表示 す る文の 意味構造 に は 、
こ の プ ロ セ ス が 完全 に欠如 して い るた め に時 間

意識が顕在化 され る こ とが な い の で ある C6）
。
　yvHeHとい う 「質」 を表す軸 と時問

軸 との 平行性 は それ を見 事に 描い て い る 。

　 　　　 　　　 　　　 　　 3． ア ン ケー ト調査

　以一ヒの 考察か ら言え る こ とは 、　r−一一．時的特徴」 、　「恒 常的特徴 1の 表示は 短

語尾形あ るい は長語尾形 とい っ た語尾形式 に よ っ て 規定され る もの で は ない と

い うこ とで ある 。 　 「 ・
時 的特徴」 は 、 形容詞 述語 が 「質的状 態 1 と捉 え られ る

こ とに よ っ て 、 「恒常的特徴」は
、 「質 亅と捉 え られ る こ と に よ っ て 表示 され

るの で あ る 。 す る と必然的に次の よ うな疑問が湧 い て くる 。 二 つ の 意味特徴の

表示 と語尾 形式 との 緊緕 な関連性 を主 張する 従来の 見方 が実際 の 形 容詞述語の

使 用 の 中で
一

体 どの よ うな位置 を占め て い るの か 、 また 、 従 来の 見方が果た し

17一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assooiation 　 of 　 Russian 　 Soholars

て どの 程 度有意義性 を持 つ の か と い う疑問 で あ る 。 よ り具体的 に言 えば 、従来

の 見方は 、 形容詞述語が 「
一

時的特微」 、　 「恒常 的特徴」を表示する い くつ か

の タ イプの うちの 単な る
一

つ にす ぎない の か 、 さ らに 、 それが仮 に
一

つ の タ イ

プにす ぎない に しろ 、他 の タ イ プ と比 べ て よ り顕 著に認 め られ る見方 と して 特

に差別化す る こ とが で きる の か とい う疑問で あ る 。

　そこ で 、
こ の 問題 を明 らか に する た め に 、 平成4 年4 月 、

モ ス ク ワ 在住の 65

人 の イ ン フ ォ
ーマ ン トの を対象と して 「一 時的特徴」、 「恒常的特徴」の 表示

に 関す る ア ン ケ
ー ト調査 を行 っ だ 8）

。

　　　　　　　　　　　　　 3，1， 質問形式

ア ン ケ
ー

トの 質問形式は以 ドの とお りで ある 。

KaKo 貢 oTTeHoK 　xMeeT 　AaHHoe 　npH 」laraTe ∬ bHoe ：

a）＜BOO6 田 e ＞ 皿 H　6）＜B3T ｛yr・MOMetlT ＞ 〈IIMe ｝｛HO 　Ceitgac ＞ 6e3　KOmeK 〔：Ta？

レIH（TPYKIIHA ：

npH 　HanMilHM 　oTTeHKa 　a）　＜Boo6iile ＞　；06BenHTe 　6yKBy

flpz　Ha 皿 HilHH 　oTTeHKa 　6）　＜BgToT 　MoMeHT ＞，

r
’
IPH　HanHimH 　oTTeHKa 　a）M6 ），

EcnK 　BbIpa ）KeH ”e　HenpaBnnbHo ，

EcJIH　BLI　3aTpy 以HfleTecb 　B　Bbi60pe
，

〃

〃

〃

ク

リ

　

シ

　

ラ

　

ラ

　

つ

　　　
り　　
　　つ

ABCD

γ

EcJエM　y　Bac 　ecTb 　KaKoe −Jlx603aMeqaHHc 　llo　noBo 八y　KoHKpeTHoro 　npHMepa
，

　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　 り
BnH 皿 IMTc 　ero 　B 　ocTaBJIeHHoM 耳JI牙 3Toro 　MecTc 　Ha 　ToH 】Kc 　cTpogKe ．

OH 　60nen．［A ／B ／C ／D1 ？1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

OH 　zenuane ”，［A ！BICID1 ？／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ］

OHa　CBO600Han ．　IA！B ／CID 　1？1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

　　　　　　　　　　　　　 32 ． 調査結果 〔9）

　こ の ア ン ケ ー ト調査 で 得 られ た 資料 を集計 ・分析 した結果 、 形容詞述語が

「
一

時的特微」 、 「恒常 的特徴」 を表示す る タイプ を大 きく次 の 六つ に 分類で

きる こ とが 判 明 した 。

【1］長語尾形 は 「恒常的特徴」 を、短語尾形は 「
一

時的特徴」 を表示す る タ イプ

置2】長語尾形 、短語尾形 双方 ともに 「恒常的特徴」を表示 す る タイ プ

【3】長語尾形 、 短語尾形双方 ともに 「
一

時的特徴」を表示する タイプ
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【4】長語尾 形 は 「恒常的特徴」ある い は 「
…

時的特徴」 を 、 短語尾形は 1 時 的特徴」

を表示する タ イプ

【5］長語尾形 、 短語尾形双丿∫ともに 「
．．一

時的特徴」あ るい は 「恒常的特徴」 を表示す る

タ イプ

【6】述語の 使用が 定着 した短語尾形が 「
一一一

時的特徴」 を表示す る タ イプ

以下 に 、各タ イプ の 例 文お よ び集計結果 を記す 。

〈 表 1 −−6 に つ い て の留意 事項〉

※

※ ※

A …　　 「恒常 的特徴」 を表示 して い る

B …　　 「
・
時 的特徴 」を表示 して い る

C …　　　 「恒常的特徴」あ る い は 「
一

時的特徴 iを表示 して い る

D …　　 誤文で ある

？ …　　 わか らない

表の 数値は パ ー
セ ン テ

…ジを （小数点第 一二位で 四捨五 入 ）、括弧内の 分数は分母

が 圓答者母数で 、 分
．fが 回答数 を表 して い る 。 分母の ば らつ きは記入漏れ に よ っ

て 旗 じた もの で ある 。

（1a）OH 　60躍 酬 o 鹿．

（lb）　Oli　60」雪壬rκ．

（2a＞　OH π」蓼o」じo 崑．

（2b）　（）H 　neOX ．

（3a） OH 　3溜o 産．

（3b＞　（）H　30 渥 ．

　　 3．2．lr 【1】の タ イ プ

（概 して ）彼 は病弱 （な者）で ある 。

（現時点で ）彼は病ん で い る 。

〔概 して ）彼 は悪 い 奴 だ 。

（現時点 で ）彼 は重態 だ。

（概 して）彼は意地悪 〔な奴） だ。

（現 時点で ）彼は怒 っ て い る 。

　 　　 　 　 ＜表 1 ＞

A B C D ？

（】a ） 50．8 （33／65） 16，9 （11！65） 30，8 （20165） L5 （1！65） 0．0 （0／65）

（1b） t，5　 （1！65） 677 （44！65） 30．8 （20！65） 0．0 （0165） 0，0 （0！65）

（2a） 73．0 （46163） 3．2　（2！63） 20．6 （13！63） 0．0 （0163＞ 3．2 （2163）

（2b） 9．2　（6165） 64．6 （42165） 20．0 （B165 ） L5 （1！65＞ 4．6 （3165）

（3a） 53．9 （35165） 6，2　（4！65） 40，0 （26！65＞ α0 （0165） 0．0 （0165）

（3b） 6．3　（4164） 65．6 （42／64） 28，1 （18／64） 0．0 （0！64） 0．0 （0／64）
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（4a）OH 　mpyOome5uBbiti ．．

〔4b）　（）H　mpy ∂o．qJo6uB ．

（5a） OH ア翩 b‘ti．

（5b：〕 OH 　iy．”e・t．

（6a｝　OH ．？eHU8bldi ，

（6b）　OH ／leHUB ，

（7a＞　OHa　ma しaaH 刀7nuBan ，

（7b ）　OHa 〃lana κ 〃1．euea ，

（8a） MCTHIIa　npocm 帆

（8b）　F「CTMHa ηP卩OC η1α ，

〔9a） KJIHMaT”3Menvu θb‘毒，

（9b）KJIHMaT 　u ・3nteJ‘星毋 8 ，

3．2．2．【2】の タ イプ

　　〔概 して ）彼 は勤勉 （な人〉で す 。

　　（概 して ）彼は勤勉 だ 。

　　（概 して ）彼は聡 明 （な 人）で す 。

　　〔概 して ）彼は聡明だ 。

　　〔概 して ）彼は不 精 （者〕 で す 。

　　（概 して ）彼は不 精だ 。

　　（概 して ）彼
．
女は才があ る （女性で す ）。

　　（概 して ）彼女は 才があ る 。

　　（概 して ）真理 は 単純な もん だ、，

　　（概 して ）真理 は 単純で ある 。

　　（概 して ） 気候 は変わ りや す い もん だ 。

　　（概 して ）気候 は変わ りやす い もの で ある。

＜ 表2 ＞

A B C D ？

（4a） 92．3 〔60／65 ） 3．1 （2／65） 4．6　 （3165） 0．0 （0165） 0．0 （0／65）

（4b） 92．2 （59164）
　　　r　　　　　　　」
1．61 、1164） 6．3　（4！64） 0，0 （0164） 0．0 （〔｝！64）

（5a）
　　　　　厂
90．8 〔59165） 1．5 （1165）

　 　 　 　 　 ’　 　　　　 　 、
7，7　 1、5165丿 0，010 ！65） 0．0 （ ！65）

（5b） 95，4 （62165） 0，0 （0／65） 4．6　（3165） 0．0 （0165） 0．0 〔0！65）

（6a） 923 （60165） 0．0 （0／65） 7．7　（5165） 0．0 （0165）
　　　　厂 、
0．0　（0165丿

（6b：〕 81．31152〆64） 3．1 （2164） 生5．6 （重O！64） 0，0 （0164） 0．0 （0！64）

Il　7a） 93．8 （60！64） 0．0 （0164） 4．7　（3！64） 0、0 （0164） 1．6 （1164）

ll　7b）
　　　　　’　　　　　　　　　　　、
95．41 、621651 15q ！65） 3．1 （2165） 0．0 （0／65） 0．0 〔0！65）

（8a） 64，61142165） 10，8 （7165） 13．9　（9！65） 7．7 （5165） 3．1 （2165）

〔8b） 75，4 〔49／65） 3．1 （2165＞ 16．9 （ll165） 0．0 （0165） 4．6 （3／65）

（9a＞ 83，1 （54165＞ 4．6 （3165） 10．8　 （7！65 ） 0．0 （〔｝165） 皇5 　（1165）

（9b） 85．7 （54！63）
　　　　F 噛
4．81316316 ．斗　 ｛4！63 ） L6 （互163） L6 （1163）

（正Oa）Mope 　cnorc ・ 伽 oθ．

qOb ＞Mope 　cη o κo 加 o ．

（lla）r
’
1011011a　npeKpacitan ．

（11b ）　rlor⊂）八a 　npeKpaCHa ．

3．23 ．【3】の タ イ プ

　　（現時点で ）海 が凪 い で い る
。

　　〔現時点で 〉海が 凪 い で い る 。

　　（現時点で ）天気がす ば らしい
。

　　〔現時点で ）天 気が すば ら し い 。
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112a＞

（12b）

（13a）

（13b）

t［　14a）

C14b）

q5a ）

（15b）

（16a）

1：
．
16b）

TyMaH 〜yc脚 ti．

TyMaH 〜Ptcm．

鳳  冫K几bcunbHb ‘鳶．

且0）K双正） CU ．le’‘．

BOJ　a 〜毋冫π 曜 απ ．

Bo 凪a 〜9〃邦 ua ．

HpoCTI・11田 6 溜 α丿κ ’毋 n ．

nPoCTb1H51　Bnaan ”‘α ．

Ay四 Top 朋 肱 粥 礁

AyAMTopvaH 　nonna ．

o曝εII寺丿II，1：て
：t
）

（］）t［fi，V，丿、IJ：國で1）

（現 時点 で 〉

（現 時 丿11，T：で ）

（現 時点で 〉

（現時，lllJ：で ）

（現時点で ）

oり∂1寺∴
1
，r：
ve

）

（現 時 ノ∴llで）

（∫見1Ll 匸∴監：てつ

茅套力斗差芝し、．J

華霧力｛醒娃レ 1、，

ドト」カごサ血し＼｝

1こi：jカ｛げ僉ヤ、
：，

お 湯
・
が 熱い ，、

お易｝カt熱 v丶、

タオル カ｛
翫｝・っ ほ

’
い

。

タオル カ咢Ilr｝っ ほ
’
い 。

教室 は 〔人で ）
・・

杯 だ 。

教室は 〔人で 〉
．・

杯だ 。

＜ 表3 ＞

A B C D ？

（ioa） 3．1 （2165） 78．5 （51！65 ） 18．5 （12／65） 0，0　（0165） 0．0 （0165）

qOb＞ 0．0 （0165） 90．8 （59！65 ） 9．2　（6165） 0，〔｝ （0165） 0．0 （0165）

（［三a ） L5 （1〆65 ） 90．8 （59165） 7．7　（5165） 0．〔｝ （〔［165） α0 （〔〕165）

（11b） o．o （o／65） 92．3 （60！65＞ 6．2　（4165） 0．0　（0165） 1．5 （1165）

（12a） 3．1 （2165） 84，6 （55！65 ） 12．3 （8165） 0．0　（0165） 0，0 （0165）

U2b ） 0．0 （0163） 84．1 （53！63 ） 7．9　（5163） 7．9　 （5！63 ） 0．0 （0／63）

（Ba ） 3．1 （2165） 83．1 （54165） 10，8　 （7／65 ） 0，0　（0165） 3．1 （2！65）

（13b） 0．O ！O165） 73．9 （48165） 4．6　（3165） 18．5 （12165） 3．1 （2！65）

（止4a） 9．2 ！6165） 66．2 （43165） 23．1 （15165） L5　 （【！65） 0．0 （0！65）

（i4b） 3．1 （2！65180 ．0 （52165） B9 　（9165） 0．0　（0！65） 3，1 （2！65）

（隻5a） 6．21 ：4165） 80．0 （52！65） i2．3　 （8／65） 0．0　（0／65） 15 （1！65）

（［5b） 3．1 （2／65） 80．0 （52165） 6．2　（4／65） 7．7　 （5！65） 3．】 （2！65）

（16a）
一

1．6 （U62） 88．7 （55162） 6．5　（4／62） 1．6　（［！62 ） 1．6 （レ62）

（16b） 3．1 （2！64＞ 87．5 （56！64＞ 7．8　（5！64） 】．6　（i164） 0．0 （0164）

（17a）　OH 　cepDumbtt7 ．

（17b）　OH 　cepOum ．

（18a）　OH6a8 ∂κ btdi．

3．2．4．14】の タ イ プ

　　　（概 して ）彼 は短 気 （な 人）だ 。 ／

　　　（現 時点で ）彼は
．
怒、っ て い る 。

　　　（現 時・，r∴1：で ）そ皮は
’
怒 っ て い る 。

　　　（概 して ）彼 は生 彩が な い （人だ ）、， ／

　　　（耳邑ロ
．
与，【∴1：

“
f．）　　彳皮cま顔〔色力t

、

’
；L／ilし　、　o
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（18b） OH 　5ae （）en ．

（19a）OHa 　ne ”anb κaH ，

（19b）OHa 　nevanbua ．

（20a）OHa 即 凹 毋 ∬ ．

（20b）　OHa ．upavHa．

（2弖a ）OH 躍 8c πoκo勘 僻 ．

（21b）　OHa 　Hecnorcoima ・

（22a）　OHa　Becena ∬ ．

（22b）　OHa 　Becena ，

（現 時点で ）彼は 顔色 が悪 い 。

（概 して）彼女は 哀 れ （な女性 ）だ 。 ／

（現時点で ）彼女は悲 しん で い る 。

（現 時点で ）彼 女 は悲 しんで い る 。

（概 して ）彼 女は 陰気 （な女性 ）だ 。 ／

（現時点で ）彼女は陰鬱な気分だ 。

（現時点で ）彼女 は陰鬱な気分だ 。

（概 して〉彼女 は落ち着 きが ない 。 ／

（現時点で ）彼女はそ わそ わ して い る 。

（現時点で ）彼女は そわそ わ して い る 。

（概 して ）彼
．
女は 快活 （な 女性 ）だ 。 ／

（現 時点で ）彼女は愉
II
夬な 気分だ 。

（現時点で ）彼女は愉
・1夬な気分だ 。

＜表4 ＞

A B C D ？

（17u） 10．9　（7／64） 5L6 （33164） 37．5 （24164）   ，0 （0164） 0．0 （0164）

q7b） 0．0　（0！65） 83．1 （54165） 16．9 （11／65） 0．0 （0165＞ 0．0 （0！65）

（18a） 7．8　（5／64） 48．4 （3レ64） 43，8 （28164） 0．O （0164） 0．0 （0164）

（i8b） 15　（1！65） 73，9 （48165） 24，6 （16165） 0，0 （0165） 0．0 （0165）

（19a） 14．1 （9164） 46．9 （30164） 39．1 （25／64） O、0 （0164） 0．0 （0164）

（19b） 正．5　 （1165） 70．8 （46165） 27．7 （18／65） 0，0 〔0／65） O．O （0165）

（20a） 12．3　（8！65） 32．3 （21165） 52．3 （34165） 15 （1／65） 1．5 （1！65）

（20b） 】．5 （∀65） 70．8 （46！65） 27，7 （18165） 0．0 （0165） 0．0 （0！65）

（21a） 28．1 （至8164） 219 （14！64） 48．4 （W64 ） L6 （1！64） 0．0 （0！64）

（21b） L5　（1165） 72．3 （47165） 24，6 （16165） 0．0 （0！65） 1．5 〔：1！65）

（22a） 33．3 〔21／63） 14．3　 （9163） 52．4 （33163） 0，0 （0163） 0．0 （0／63）

（22b） 4．6　（3165） 58．5 （38165） 35．4 （23！65） 1．5 （1165＞ 0．0 （0！65）

（23a）OHC 脚 ’贓 ．

（23b）　OH 　crcyyeff ・

3．2．5 【51 の タ イ プ

　 （概 して〉彼は つ ま らな い 奴だ 。 ／

　 （現 時点で ）彼は退屈 に して い る 。

　 （概 して）彼は つ まらな い 奴 だ 。 ／

　 （現 時点で ） 彼は退屈 に して い る 。
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C24a）　OH 　YzprOMbd廊．

（24b）　OH 　YtPH）M ．

（25a）　OHa 　c ・tacmnu6aH ．

（25b＞　OHa 　c”acmnu8a ，

（概 して ）彼は 無愛想 （な奴）だ 。 ／

（現時点で ）彼 は不機嫌 だ n

（概 して〉彼は無愛想 （な奴）だ 。 ／

（現時点で ）彼 は不機嫌 だ 。

（概 して）彼女 は幸福者 だ e ／

（現時点で ）彼女 は幸せ で あ る 。

（概 して ）彼女 は幸福 者 だ。 ／

（現時点で 1 彼女は 幸せ で あ る 。

＜表 5 ＞

A B C D ？

（23a） 51．6 （33！64） L6 　（1164） 46．9 （30164） 0，0 （0164＞ 0．0 （0164）

（23b＞ 4L5 （27165） 15．4 （10165） 43．1 （28165） 0，0 （0165） 0．0 （0165＞

（24a） 36．9 （24！65） 12．3　 （8165） 50．8 （33165） 0．0 （0165） 0．｛｝ （0165）

（24b＞ 20，0 （13！65） 33．9 （22／65） 46．2 （30！65＞ 0，0 （0／65） 0．0 （0165）

（25a） 30，8 （20！65） 16．9 （ll／65） 50。8 （33165） 0，0 （0165） L5 （1165）

（25b） 12，3　 （8165） 35．4 （23165） 5G β （33165） 0．Q （0165） 15 （1165）

（26a） ＊

（26b）

（27a） ＊

（27b〕

（28a） ＊

（28b）

　　　　　　　　 3．2．6．【6】の タ イプ

OHa 　20mo6an ．

OHa 　20moea ，　　 　　　 （現 時点で ）彼女は準 備力書出来て い る 。

3Be3Abi　euDnbte ，

3Be3Abl　6ut ）nbt 、　　　　 （現時点 で ）星が 見え る 。

｛玉TO −TO 皿larH 　CJIbllUHbte ，

tlTO −Te 　ularva 　cnbtluHbt ．　　（現時点で ）何 か足音が 聞こ える 。

＊ は誤 文 または 正文 と して 問題の あるこ とを示 して い る 。
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＜表 6 ＞

A B C D ？

（26a） O、0 （0！65） 385 （25165） 3．1　 12／65） 44．6 （29／65＞ ⊥3．8 （9165）

（26b） L5 （1165） 90．81 ：59165） 62 　（4／65） 0．0　 〔0165） L5 （1！65）

（27a） L5 （1165） iO．8　 〔7！65） L5　（孟165＞ 785 （51〆65） 7．7 （5！65 ）

（27b） 0、0 〔0！65） 80，0 （52／65） 185 （弖216511 ．5　 U／65） 0．0 （0165）

（28a） 3，墨 （2164｝ 9．4　 （6164） 0．0　（0／64） 82．8 〔53／64） 4．7 （3／64）

L塾 〉 0．0 （0163） 95．2 （60163） 1，6　 （1／63） 1．6　 （正163＞ L6 （L！63）

　　　　 　　　 　　 3．2．7， 調査結果の ま とめ川

こ こ で ア ン ケ
…

ト調査 の 結 果 を簡潔 に ま とめ て お く。

◎ 「
一時 的 劃數　 「怛 畳 的 幸徴　を

幽
示す る 形

穴 罰 は 、 大きく六つ の タ イプ に

巡

●　 1 の タ イプ を他の タイプか ら差 別 ヒしうる 艮拠 は、鮭 に確認 され なか っ

虹

6　 1 の タ イプ で は 、 長語尾形が 「恒 常 的 圭徴　を 、 豆語尾形が ト
ー
巨i鎚勺特

徴上基 丞す る一⊇とが L 傾 直直 圭う＿じて 保左れて い るにす ぎなL）−o．r 一しか

もL 二＿Ω伝統迫生な見左を一支 え亙．山 ≧皇エ プの 文は．、 調査亙用い た 全1瓧又

　 を通＿して 才2ず血ヨ 塑Lか石 認 さ九塗か 2 旗 ∫ L

＠　【2i　【3】　【6】の タ イプ に おける 「恒常 的特徴 1あ る い は 「一一時的特徴 1
　 の 表示は

、 固定的で あ る
、

  【4】の タ イ プで は 、短語尾形 に よ る 「
・
時的特徴 1の 表示は 、 固定 的で あ

　 る 。 長語尾形 に つ い て は 、　「恒常的特徴　 、　 「一 峙的特徴」双方の 表示が 冂J

　 能で ある 。 但し、全体的 な傾向と して 「一時的特徴」の 表示が 優位 なケ ー
ス

　　（・ （17a）　 （18a）　 （19a）　 （20a）） 、　 「恒常的特徴」の 表示が優位な ケ ー

　 ス （一 （22a））、 また、その どち らで もない 中間的な ケ
ー

ス （→ （21a））

　 が 存在 する 、，

  　【5】の タ イプで は 、 長語尾形 、 短語尾形双方 と もに 「．一
時的特徴」 あ るい

　 は 「恒常的特徴」の 表示 が 司
P
能で あるが 、全体的な傾 向 として 長語尾形、短

　 語尾形双 方と もに i恒常的特徴」の 表示が 優位 を 「
王fめ る ケ ー ス （→ （23a）

　　〔23b）） 、そ して 、長 語 尾 形で は 「恒常 的特 徴 1の 表示 が、短 語尾 形 で は

　 「
一

時的特徴」 の 表示が 優i位 を占め る ケ ー ス （→ （24a）　 （24b）　 （25a）
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（25b））が存在す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 4． 結び

　以 上、形容詞述 語に よ っ て 表示 され る 「一時的特徴」 、 　「恒常 的特徴」 とい

う意味特徴の 問題 を検討 して きた が 、結論 と して 次の こ とが 言 える と思 わ れ

る 。

　 「
一
時的特徴」 、 　「恒鴬 的特徴」の 表示は 、短語尾形 また は長語尾形 とい っ

た語尾形式に よ っ て 決 まる の で は な く、 前者 は所与 の 形容詞が 「質的状態 1 、

後者 は ［質」 と捉 え られ る か 否か に よ っ て 決 まる 。 そ して BvaHorpaAOBに代表

され る従来の 見方は 、 形容詞述語 に よ る 「一時的特徴」、　「恒常的特微」の 表

示 とい う現象全体 の ある
一

面 だ けを取 り出 して 説 明 した もの に す ぎない 。

【注 】

※ 1 ］の は じめの 数字は文献番号 を、後の 数字は 当該文献の 頁を表 して い る 。

（D 　本稿 は、1993年 10月22日 、 神戸 市外国語大学で 行われた 日本 ロ シ ア文学会総会

　 で の 研究 報告 を論文 の 形式に 書 き改め た もの で あ る 、，

（2） 60nbitoilを名詞化 された 「病 人」あ る い は 「精神異常 者」 と読み 取る こ と もで

　 きるが 、こ こ で は名詞化 され て い ない 形容詞 と して 扱 っ て い る 。

（3） 伝統 的な見 方の 確 ，：〆：の 経緯に つ い て は ［18 ・2−8］に詳 しく述べ られて い る 。 各

　 研究 者の 個々 の 指 摘は 、　L6・126．［、　1．5 ・225］ 、　「9 ・285］ 、 　Cto・83］ 、

　　 ［1 ・234 ］、　 ［13 ・74−76 ］、　 匚2 ・263270 ］を参照 。

〔4｝ 縁統 的 な見 方の 矛盾 につ い て はすで に多くの 研究者が指摘 して い る 。 例 えば 、

　　 ［4　・111−ll5］　、　　［11 ・85−86］　、　　［12 ・63−73］　、　　〔15 ・194］　、　　［16 ・20］　、

　　 ［17 ・3023　忙
1

｝々 。

（5）　こ れ に 関連 して K）ILMEia　Jl［」1．，凪i，iMapcKaH −Ba6a ∬ HH 　H ．H ，は専 ら 「質」 を表す

　 た め の 形容詞 は 純粋に 文体．．i二の 1、1的で 詒尾 形式の 選択 が な され る と指摘 して い る

　　 「3　・701　　f夏4 ・137 ］　。

〔6） ΦellQCiOK 　M ．IO．は 専 ら 「質」 を表す yweκ の よ うな タ イプの 形容詞で も文脈や

　 時 の 状況 語を補 えば、そ の 姓 質に
．一・

時性 を付 与で きる と して い る 〔7 ・lo8コ 。

　　〔例 ）　Boo6111e−To 　oH 　mynb 爵，　Ho 　c8 壷％αc　B　3 η 正‘漉 pa3zoeope 　oH 　ynvlBvaTeilliHo

　 　 　 　 y」ueH ・

　 　 　 　 　まあ概 して 奴 は 馬鹿 だ け ど、今 の 話 の 中 じゃ 、す ご く冴 えて た なあ 。
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・・ y・ ・H − − O ・・・・・・・・・………一 ……・…・
渉 i＞ 時聞

過 去

発話 点

現在 未来

　　　た だ L 、 上 の図 に示 され て い る よ うに （図は 臼山に よる）yvneH の 表示する
一

時

　　性 はあ くまで も
．
文脈 に依拠 した消極的な もの で あ り、 点的な性質と して 現れる 。

　　また、こ の 場合の y榔 π は、厳密 に は 「（頭が）冴 えて い る 1の 意で あ り、本 当

　　に 1
一
聡明で あ る」の 意で はな い こ と も興味深い 事実で あ る 。

（7）　イン フ ォ
ー

マ ン トは 、
モ ス クワ大学及びモ ス クワ教育 大学の 文科系の 学生が 中

　　心で あ る 。 尚 、 イン フ ォ
ー

マ ン トの 個 人情報 （氏名 、年齢 、性別 、職業、．専1月、

　　出身地 、 民族名）に つ い て は
、 　［18 ・112−115 」 を参照 e

（8） 形容詞の 選択基準 に つ い て 触れ て お くと、 まず定説 の 実証的な検証を行 うた め

　　に研 究
．
者の 用い て い る語 彙を基本的に取 り上 げた 。 さ らに ロ シア語頻度辞典に収

　　め られ て い る性 質形容 詞 の 中か ら研 究者 の 用 い て い る 語彙 と類．似で ある と思、わ れ

　　る もの を抽出 し、調査の 対象と して 加えた c，

（9） ア ン ケ
ー

トの 例 文は 全部で 288
．
文 （長語尾形の 例文は 143 文、短語尾形の 例文

　　は 14S
．
文で 基本 的 に ペ ア をな して い る）あるが 、全 例

’
文の 集計結果を記載する こ

　　とはで きない の で 、本稿で はそ の
一．一

部の 56文 を取 り上 げた 。
こ こ で は 前に挙げた

　　例 文 と重複す る もの が 含まれ て い るが 、集計結果を見や す くする ため に改め て例

　　
．
文の 番号を （la）か ら始め て い る 。

（10） ア ン ケ
ー一

トの 調査結果の 詳細 な分析 に つ い て は、　［18 ・33−83 ］．を参照 。
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     O  CeMaHTIIgeCKHX  "Pld3HaKaX  nOAHhlX  H  KPaTKfiX  (l)OPM

            IIPItJIal'aTeJIbHbtX  B  POJIH CKa3YeMOI･O

-
 K  BoHpocy  o6  o6o3HaueHH"  BpeMeHHoro  "  nocToHHHoro  rlpva3HaKoB  

-

TocMHo6y  YCYflMA

  CeroAHfl  B  llIKOXhHofi  rpa}tMaTvaKc  H  MHOrMX  HaYgHblx  nHTepaTypHblx  pa6eTax
OTHOC}ITeJIbHO  YrrOTPe6lleHvaH ilOllHblX  ll KPaTKMX  (l)OPM "PMnaraTe"bHblX  B  CKa3YeMOM

mMpoKo  pacllpoc'rpallcHo cne;ly}olllee  ue"o)KeH"e:  nollHhle  cPepMbl  IlpnjlaraTcnhHhlx

0603Haila}OT  nOCTOflHHblti  fiPM3HaK.  a KPaTKIIe  
-

 BP6MeHHblta,

  llamlafi cTaTbA  MMeeT  cBoeth ueAb}o rrepecMoTpeTb  llpe)T(Hee no"o)KeHze  He  c Toq-T

3PeHMH  rvteptpOJIOrvava,  a ceMaH'rnKn  va Hpenc'rttBm'b  Ha-e  MHeHl{e  o6  o6o3HazlcHM"  o6oMx

HPli3HaKOB.

  "PC)KHee TPapmUHOHHOe  IIOllO)KeHlle,  Bl'IePBble  OTMegeHHOe  B. CTOK}HMHliIM  B

"BblculeM
 Kypce  pyccKota rparv{MaTMKu"  (1876), 6bmo  HocJIe  3aMelleHo  HecKonhKMMH

npyTHMH  m{HpB}icTaMM  (A.M. Hc-KoBcKxta,  A.A,  llIaxMaToB, JI.B. IEIep6a n  np.) M  B

fiocncllc'r-tM  B  ocHoBHo"c  yc'raHoBneHo B.B. B"HorpanoBblM B "PyccKoM

 H3biKe"  (1947).
IIo HameMy  MHeHH}o,  "plirmaHa  ero  Ill"poKorQ  pac"pecTpaHeHxH  3aK"}ogaeTcfi  B  ToM,  qTo

Iro cpaBHeHHK}  c 6brroBaB]IIxit{ld Ao  BzHolpagoBa o6'bflcHeHHHMli  BnHoTpaneB o6rbflcHMn

o6a  np"3HaKa  6onee  ileTKo.  BBenfl  ceMaHTMllecKHe  neHfiTvafl 
"KageCTBO"

 (OHo sBaffeTcff
3aKpermeHHbJM  3a  IIpeAMeTorvf  mlc[saB"cfiIuMM  o'r BpeMeHva  xapaKTepeM)  H  

"KauecTBeHHoe

cocTofiHHe"  (oHo ecTb  npl{3HaBaeMoe  Bo  BpeMeHx  cocToffHi{e  llpeAMeTa  mm  ffB"fieTcfi

KaKMM-nH60  CBfi3aHHblM  C HPeAMeTOM  COCTOfiHMeM).

  HeCMOTP"  Ha  3TO,  nPe>KHC ¢  110JIO>KeHIdC  He  B  TaKOti  MePC  3aKPCilJIeHHOe,  KaK

nPIIHllnnMaJIbHOe.  fi3blKOBble (baKTbl  fiOKa3hlBa}OT,  HTO  HePenKO  eCTb  C"Yllall,  Me

IIOnHI,Ie  nPMAaFaTeM,HHe  B  CKa3YeMOM  0603HallalO'E"  He  IIOCTOSIHHblfi  nPH3HaK,  a

BPeMeHHblth.  M  HanPOTHB  KPaTKPIe  - He  BPeMeHHblti,  a nOCTO"HHblti,  XOTH  3TO  BOBCe  He

Mo)KeT  cumaTbcff  KaK  ucKnK)LIeHHe.  3HagpTT, BnaHHoth  KoHegHopt  ci)opMe  IIp"naraTelbHblx

He  06H3aTeJIbHO  HOflBAHeTCH  Pa3jlllgne CeMaHTllileCKMX  nPn3HaKOB.

  IIogeMy )Ke  Bp6MeHHbth  HpH3JIaK  o6o3HaHaeTcmlomlbiMH  cl]opMaMM  np"naraTenbHhlx,

a nec'rofiHHblti -  Kpa'rKmMI{?  [)To noToptty,  uT･o  o6o3HayeHlie  BpeMeHHoro  H  fiocToflHHoro

Hpvl3HaKoB  He  oHpenen"e'rcsT  pa3nHLImept･t cl)opM  npMnaFa'renhHblx.  OHo  offpenenfieTcH

CeMaHTnKOif  llaHHOrO  IIPHJIal'aTeJIbHOrO,  T.e.  IIePBblti  - KatleCTBeHHOM  COCTOHHlleM,  a

HocneJl}llIil  
-

 KaLIec'rBoM,

  EcJm 3To  flpaBHHbHo,  To  Torna  ec'rec'rBeHHo  HanpaumBaloTcff  cJIeny}olu}Ie Bofipocb:

KaKoe  MecTo  3a-iMaeT  B npaKTi{llccKoM  yHoTpe6neHMpt llpllnaraTcnbHblx  B  cKa3yeMoM

TpaAxHvaoHHoe  noMo)KeHMe,  B KoTopoM  yTBep>KnaeTcfl 
'recHaE

 cBfi3b  o6o3HatleHMA  o6o-x

nPM3HaKOB  C  KOHCZIHOY"t  q)OPpt1()ti nPVIJIa[･aTeJlbH'blX?  H  B  KaKOil  MePe  "MeeT  3HaLI)IMOCTS
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fipe>KHee  nono>KeHMe?

  lln" TOrO.  gT06bl  BblflCHHTI.  9TH  BOfiPOChl,  MI,I IIPOBeJIM  B MOCKBe  JIMHrBIICTngeCKOe

aHKeTHpoBtiHHe,  orlpocvaB  65 vaHcPopMaHToB,  B  pe3ynbTaTe TIllaTellbHoro  aHaJIH3a

Co6PaHHblX  OTBeTOB  OKa3aJIOC5.  ZITO  KatleCTBeHHble  tlP"naraTentsHble  B CKa3YeMOM,

KJIaCCM(PHJ.l"PYI{]TCH  rnaBHblM  06Pa30M  IIO 6 THIIaM,  li UTO  CPellva  BCeX  nPI{MePOB,

IIpoBepeHHblx  Hapt･m,  61,mo ToabKo  TpH  npvaMepa,  KoTopble  ilonTBep)Kna}oT  llpexHee

TpanHIxi{oHHoe  nono)KeH"e.  IJIpvaToM gTH  flpMMcpE,I  enBa  coxpaHfi}oTc"  KaK  TeHnemmfi.

  B MToFe  HaMM  6bm  cJzCJIaH  CJIeAy}OurZfi  BblBOA,

   Cl] Bp6MeHHblti  il uocToHHHbrti  npld3HaKva,  o6o3HagaeMble  fiPMnaraTe"bHbthfu,

B031IMKEIEC}T  HC  M3  MOP{i)OJIOrPI[leCK"X  q)aKTOPOB, T.C.  Pa3a"tlPIH 06e"X  tpOPM
IIPnJIaraTeJJbHblX,  a Z3  OnPenCneHHblX  CCMaHTMileCKHX  CI)aKTOPOB,  T.C.  IlePBblfi  -  H3

KatleCTBeHHOrO  COCTOfiHME,  a  fiQCJIenHHti  -  }13 KageCTBa,

  {2] I-Ipe>K]-Iee ItoJ]o>KeHlfe,  B}.[JIBMHyToe  BHHOI'pa"oBblM, He  
trro

 MHee,  KaK  nmlll)

OnHUCTOPOHHee  06[bflCHCH}le  HBJIeHMfl  e603HageHva"  060MX  flPM3HaKOB  IIPMJIaraTeJIbH5IMH

B  cKa3veMoM,
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